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研究内容
私達は、⾝体が持つシステムを利⽤して、脳の病気を治す画期的な治療法の開発を

⽬指しています。認知症や脳梗塞など脳には治せない病気がたくさん有ります。特に、
神経幹細胞を若返らせ、新たに神経回路を作って、傷んだ部位を修復しようという研
究を中⼼に⾏っています。電気穿孔法を⽤いてマウスへ遺伝⼦導⼊する独⾃の実験系
や超解像顕微鏡のタイムラプス解析などが特⻑です。

脳には千種類以上のニューロンとグリア細胞があり、これらの細胞を⽣み出すのが
神経幹細胞です。脳を形成する時の初期の神経幹細胞は優れた能⼒を持ち有⽤ですが、
まだ分からないことが多く、⾃在に作ることができません。

私達は、初期の神経幹細胞で働くNeproタンパク質を初めて⾒つけ、神経幹細胞に
必須であることを明らかにしました。さらに、神経幹細胞を若返らせる鍵と考えてい
ます。また、神経回路を作るには多くの因⼦が必要ですが、Barhl1などのマスター因⼦
を利⽤して、神経回路の形成をマウスの体内で操作できることも⽰してきました。

研究室ホームページ： https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/dev/index.html

様々な電気穿孔法を
Springer Natureで出版

Saito ed. “Electroporation
Methods in Neuroscience”
世界で広く利⽤されています

当研究室で解明したモデル神経の代表、交連神経回路を形成する分⼦機構。
発現制御に関しては、⽇本神経科学学会の脳科学辞典「転写制御因⼦」や
「エンハンサー」などをご覧下さい

斎藤は、植物ウイルスの研究で博⼠号を取得後、
Caltechに留学して脳の研究を始めました。視点を
変えることで将来のキャリアは⼤きく変わります。
今まで脳の研究をしたことのない⽅も⼤歓迎です。

初期の神経幹細胞は
⼤きなポテンシャルを
有します

研究の詳細や発表論⽂は、下記のサイトをご覧下さい




